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1. 本製品を分解したり、自分で修理をしないでください。 

2. 高温、多湿、ほこりの多い場所での使用や保管は避けてください。激しい

振動や衝撃を与えないでください。  

3. 本製品を落下させないでください。故障の原因となる可能性があります。  

4. アルコールやその他の洗浄液を使用して本製品を清掃しないでください。 

5. 本製品の使用には送信機と受信機のペアリングが必要です。複数の受信機

での受信にも対応しています。  

6. 使用中は、送信機と受信機を無線ルーターや他の無線機器から離してくだ

さい。  

7. 送信機と受信機の間に障害物があると、通信距離に影響を与える場合が

あります。 

8. 同じ場所で同時に使用できる送信機と受信機の組み合わせは、最大4セット

までです。 

9. 使用中に黄色のインジケーターが点滅した場合、バッテリー残量が少なく

なっています。速やかに充電してください。 

10. 使用しないときは、送信機と受信機の電源をオフにしてください。 

11. 長期間使用しない場合、リチウムバッテリーの自己放電により、低電圧保護

機能が働らくことがあります。これを避けるために、2か月に1度は充電

してください。  

12. リチウムバッテリーの容量は、充放電を繰り返すことで容量が徐々に減少

します。そのため、時間の経過とともに本製品の使用可能時間が短くなる

ことがあります。

安全に関する注意事項

この製品を使用する前に必ずお読みください
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製品仕様

オーディオ解像度:  48 kHz / 16 bit

レイテンシー :  5 ms未満

伝送距離:  20 m（電波条件、反射や干渉の有無、送信出力により異なります）

周波数特性:  10 Hz ～ 22 kHz（ ±1 dB）

歪み率:  0.02 % 未満 （@1 kHz、 －10 dBFS）

無線周波数帯域:  2.4 GHz  ISM 帯域

干渉防止方法:  周波数ホッピング方式

信号チャンネル数:  12 チャンネル （4つのチャンネルバンク）

使用可能時間:  フル充電で8時間以上

バッテリー： 充電式リチウムバッテリー（ 3.7 V / 600 mAh）  

寸法： 78 × 37 × 30 ㎜（折りたたみ時）  

付属品： 取扱説明書、USBケーブル  

プラグは220度回転可能

220°
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使用方法

1. 送信機と受信機の充電方法

2. ギターに送信機を接続する

●黄色のインジケーターが点滅した場合、

バッテリー残量が少ないことを示してい

ます。速やかに充電してください。

●通常のフォンプラグと同じようにギター

のジャックに本製品を接続してください。

●一般的なエレキギターに対応しており、

トレモロシステムを搭載した、ストラト

キャスターにも適しています。

●充電には付属のUSBケーブルを使用して

ください。充電中は黄色のインジケーター

が点灯し、充電が完了すると消灯します。

付属の二股USBケーブルを使用すると、
送信機と受信機を同時に充電できます
付属の二股USBケーブルを使用すると、
送信機と受信機を同時に充電できます

インジケーター
黄（点滅）

インジケーター
黄（点灯）
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3.アンプに受信機を接続する

4. 送信機と受信機を手動でペアリングする

●通常のフォンプラグと同じようにアンプ

のジャックに本製品を接続してください。

●受信機の電源を入れてください。青色の

インジケーターが点灯している場合は、受

信機と送信機が自動的にペアリングされ

ています。

●青色のインジケーターが点滅している

場合、以下の原因でペアリングされて

いない可能性があります。

1. 送信機と受信機の電源をそれぞれオンに

します。

2. 受信機のペアリングボタンを押し続け、

青色のインジケーターが高速で点滅する

まで待ちます。

3. 送信機のペアリングボタンを2秒以上

押し続けます。

4. ペアリングが成功すると、送信機と受信

機の青色インジケーターが点灯します。

使用方法

○強い信号干渉が発生している 

○送信距離を超えている  

○送信機が正常に動作していない  

ペアリングボタン

インジゲーター（青）
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5. 作業チャンネルバンクの切り替え

ペアリングボタン

インジゲーター（黄）

●干渉を回避するために
このシステムは動作周波数を4つのチャン

ネルバンクに分けています。使用中の各

ペアは1つのチャンネルバンクを占有します。

●チャンネルバンクを切り替える方法

●現在のチャンネルバンクを確認する方法

ペアリングボタンをダブルクリックすると、

チャンネルバンクを1つ切り替えられます。

チャンネルバンクの番号は、黄色のインジ

ケーターの点滅回数で示されます。これに

より、適切なチャンネルを選択し、干渉を

回避できます。

使用方法




